
　９月28日㈯から10月４日㈮までの７日間，姉妹校であるセントメアリーズ校
の生徒９名と引率教員２名が来校し，本校の生徒宅でホームステイをしました。
  初めて本校生徒と対面した時は，お互いにかなり緊張していましたが，文化
祭２日目・体育祭を一緒に楽しむことにより，打ち解けた表情に変わっていき
ました。また，授業で百人一首や書道，さらには剣道体験など，日本文化を
満喫しました。
  休日１日目は，ホストファミリーと買い物に行ったり，大塚美術館で作品鑑
賞をしたりしました。休日２日目は，セントメアリーズ校の方々だけで徳島観
光を楽しみました。たらいうどんを食べ，藍染めにも挑戦するなど，思い出深
い徳島観光になったようでした。

　別れの日，「もっと那賀でいたい。」「離れた
くない。」と涙を流しながら話していたセントメ
アリーズ校生が印象的でした。
　今回の国際交流を通して，両校の生徒たち
が言語を学ぶだけではなく，異文化を体験し，
自国の文化を見つめることができたようです。
ホストファミリーを引き受けて頂いた方々をはじ
め，地域の方々の温かいサポートとご理解を頂
き，本当にありがとうございました。

　８月10日㈯から21日㈬，徳島県カヌー団
として，那賀高校からは選手６名，教員１
名がドイツのニーダーザクセン州へ旅立ちま
した。
　この交流は今回で３度目となり，これまで
にドイツ選手たちとの交流を経験している生
徒もいましたが，ドイツ訪問となると，少し
緊張しているようでした。しかし，カヌーの
練習が始まると，その緊張も解け，カヌーで速くなりたいと
いう同じ目標を持つドイツ選手たちと切磋琢磨し，練習に
励むことができました。日本とは異なる練習環境やカヌー
人口の多さなど，異なる点は多くあると思いますが，学ん
だことを一つの強みとして，徳島県のカヌー競技力を向上
させることができるよう尽力したいと考えています。
　また，ドイツ古都の散策や教会の見学，そして，ハルレ
という町で開かれた大会にも出場することができ，ドイツの
魅力を存分に味わうことができました。
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　８月５日（月）に，本校で那賀地域中高生徒会執行部研修会が開催されました。鷲敷中・
相生中・木頭中・那賀高の生徒会役員が集まり，交流を深めました。初めに，各学校
の取組を発表しました。どの学校も発表に創意工夫がなされており，各校の取組につい
て分かりやすく説明してくれました。次に，自己紹介アイスブレイクを行いました。少し
硬い表情をしていた生徒達でしたが，自己紹介を楽しくすることができて，和気あいあい
とした雰囲気になりました。その後，「防災食メニューづくり」を班別で行いました。那
賀町での災害について最初に学び，決められた食材・条件を元に，それぞれの班でアイ
デアを出しあい，意見をまとめました。アイスブレイクで心がほぐれたのか，活発な議論
が各所で見られました。それぞれのグループが栄養バランスや食べやすさ，味などを考
慮した創意工夫あふれる料理を考え，そのアイデアを全体で発表しました。最後には，

みんなでソフトバレーボール大会を行いました。
アイスブレイクや班別活動で，すっかり打ち解け
た雰囲気になっており，どのチームもチームワー
クばっちりで，バレーボールを目一杯楽しむこと
ができました。半日という短い時間でしたが，
中学生の皆さんお疲れ様でした。それぞれ各種
行事で忙しい中，引率して下さった中学校の先
生方，本当にありがとうございました。
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